
1.子宝の展開図をダウンロードして出力する。

2.展開図子宝のカット線を全てカットする。

　※予め、折り線を折り曲げておくと作りやすい。　

3.a（顔）の「のりしろ」2か所に糊付けし、
　写真の形になるように、▲（のりしろ合わせ位置）に
　合わせて貼る。 一旦置いておく。

4.b（口まわり）の「のりしろ」に糊をつけて貼る。
　bの6本のひげを、写真のようにあげておく。

用意するもの…はさみ、カッター、両面テープ、ボンド、定規、目打ちやインクの切れたボールペンなど先のとがった固いもの
（折りスジを付けるときに使うとキレイに折れます）など。厚紙にプリントすると、作りやすくなります。



5.4のb（口まわり）の「のりしろ（裏）」２ヵ所に糊をつけて
　3のa（顔）に貼る。

6.o（鼻）の「のりしろ」に糊をつけて
　写真の鼻の形になるように貼り、
　5のbにある「oの貼り位置」へ貼り付ける。
　一旦、置いておく。

7.c（左耳）とe（右耳）の「のりしろ」に糊をつけて、
　写真の形になるように貼る。

8.dとfの「のりしろ」に糊をつけて、
　写真の形になるように貼る。



9.7のcにdを、8のeにfを写真のように
　「のりしろ（裏）」でそれぞれ貼り付ける。
　一旦置いておく。

10.右目g、h、i、j　左目k、l、m、nを写真のように
　 アタリ線に合わせて「のりしろ（裏）」で貼っていく。

11.10を「のりしろ（裏）」で6のaへ
　  写真のように貼り付ける。

12.9の（左右の耳）を「のりしろ（裏）」で
　 6のaへ写真の位置に貼り付ける。

　  ※この時、糊付けをウレタンシールのような
　　  厚みのあるものを挟んで貼り付けると、
　　  より立体的に仕上がる。



13.12の左右の耳を貼っている様子。

14.最後にp（しっぽ）の「のりしろ」へ糊をつけて、
　 aの写真の位置へ貼り付ける。

　  ※p（しっぽ）を少しうねりが出るように湾曲しておく。

15.子宝の完成図。


